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財政構造については、専門用語が使われていますが
より身近な用語の貯金や、借金でみると・・・

町民一人当たり　51万8千円※
基金の残高 82 億 6,425 万円で、前年に比べ 3億 1,894 万増えた。
（前年比 4.0% の増加）

町民一人当たり　69万3千円※
町債の残高 110 億 5,312 万円で、前年に比べ 7 億 805 万円
減少した。（前年比 6.0% の減少）

貯 金

借 金

目的別歳入・歳出決算の状況

平成27年度  一般会計決算状況

※総数15,944人（H28年3月31日現在）で算出

歳入 108億1,801万円歳出 100億1,483万円
（入ってきたお金）（出て行ったお金）

その他　4億6,483万円（4.3％）
その他　1億2,122万円（1.2％）
商工観光費　2億694万円（2.1％）
消防費　3億2,570万円（3.3％）

教育費　6億5,191万円（6.4％）

衛生費　6億8,071万円（6.8％）

農林水産費　7億3,251万円（7.3％）

土木費　10億1,954万円（10.2％）

公債費　13億7,085万円（13.7％）

総務費　16億99万円（16.0％）

民生費　33億446万円（33.0％）

町債　5億5,590万円（5.1％）

県支出金　9億6,884万円（9.0％）

国庫支出金　11億1,249万円（10.3％）

地方交付税　54億259万円（49.9％）

その他　6億4,539万円（6.0％）

繰越金　5億3,986万円（5.0％）

町税　11億2,811万円（10.4％）
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会　 計　 名 収　入　額 支　出　額 残　　　額
国 民 健 康 保 険 26億5,761万円 25億6,423万円 9,338万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億7,862万円 1億7,535万円 327万円
介 護 保 険 19億7,200万円 19億3,040万円 4,160万円
介 護 サ ー ビ ス 240万円 240万円 0万円
簡 易 水 道 事 業 3億4,930万円 3億1,180万円 3,750万円
水 道 事 業 6,957万円 5,463万円 1,494万円
下 水 道 事 業 8億9,442万円 8億6,519万円 2,923万円
上 財 産 区 5,641万円 4,400万円 1,241万円
球磨郡障害認定審査事業 1,028万円 965万円 63万円
球磨郡介護認定審査事業 3,458万円 3,235万円 223万円

◆平成27年度 特別会計の決算状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位万）

※端数を処理してあります。
※介護サービスはH28 年度から介護保険特別会計に統合されます。

　監査委員の意見書

【一般会計】
　一般会計歳入の 10％以上を占める町税の徴収率（現年＋過年度分）は 92.9％であり、過去 5ケ年
の推移を見ても毎会計年度微増しており良好な状況にある。
財政構造
　本町の自主財源比率は 21.4％で年々上昇しているが、類似団体と比較してもまだ低い水準にある。
また、地方交付税が合併算定替※により少なくなるような状況で住民生活を守るための優先順位等
を考慮した規律ある財政運営に努めてほしい。
※合併算定替とは。
合併前の旧市町村ごとに算定される額の合算額を下回らないように普通交付税を算定。（合併年度及びこれに
続く 10 年度。その後 5年度は段階的に縮減。現在あさぎり町は 14 年目にあたる。）

財政分析
　財政の弾力性を示す経常収支比率については、本年度 84.2％であるが、ここ数年上昇傾向を示し
ている。類似団体（平成 26 年度 86.8％）と比較すると低い水準ではあるが、注視していく必要が
あると考える。
　平成 27 年度実質収支比率 10.0％について、前年度に比べ、3.0％増加しているが、一般的に 3％
〜 5％程度が望ましいとされていることから、財政運営も含めて妥当な水準の行政サービスが確保
されたのかどうか検討する必要があると考える。

【特別会計】
あさぎり町水道事業特別会計
　水道基本計画による簡易水道と水道事業の再編統合及び公営企業会計を適用する機会を期に適
正な料金体系等、経営改善の見直しが必要と考える。
　平成 27 年度末における水道使用料金の収納状況については、下記のとおりである。
　未収額は 4,250 千円で、調定額の 5.5％（前年度 5.3％）を占め、前年度に比べ 196 千円（4.8％）
増加している。不納欠損額は 11 千円で、前年度（0円）に比べ 11 千円増加しており、滞納も現存
しているので、さらなる徴収努力をお願いしたい。
　水道使用料金の収納状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円 ･％）

年度 区　分 調定額等 収入済額 不納欠損額 未収額 徴収率

27
現年度分 73,017,122 70,821,616 2,195,506 97.0
過年度分 4,054,802 1,988,451 11,370 2,054,981 49.0
計 77,071,924 72,810,067 11,370 4,250,487 94.5

26
現年度分 71,990,337 70,137,953 1,852,384 97.4
過年度分 4,876,700 2,674,282 0 2,202,418 54.8
計 76,867,037 72,812,235 0 4,054,802 94.7
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平成27年度収納状況
（収入未済額）税金や使用料等の

　 滞納額 3億2,000万円
〈主なもの〉

町　　　　　税…………8,322万円
国民健康保険税…………9,005万円
保　　育　　料…………1,129万円
公営住宅使用料…………1,368万円
介 護 保 険 料…………… 597万円

簡 易 水 道 料…………… 365万円
下水道使用料…………… 962万円
下水道分担金…………… 378万円
水道事業使用料…………… 219万円
※監査意見資料より、端数切捨ててあります。

問
防
災
管
理
費
で
は
２
９
８
万
円
備
品
購
入

と
あ
る
が
、
町
民
へ
の
対
応
は
出
来
て
い
る

の
か
。答

人
吉
盆
地
南
縁
断
層
地
震
を
想
定
し
た
時

に
地
区
の
該
当
者
の
65
％
、
１
，５
２
８
名

分
の
３
日
程
度
分
と
し
て
準
備
購
入
し
た
。

問
職
員
の
接
遇
等
町
民
か
ら
の
声
も
あ
る
が
、

職
員
研
修
で
は
ど
う
い
う
内
容
の
研
修
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
効
果
は
。

答
年
度
で
内
容
を
変
え
な
が
ら
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
は
人
事
評
価
の
研
修
、
接
遇
に

つ
い
て
は
26
年
度
に
実
施
し
た
。

問
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
の
利
用
料
が
年
々
増
加
し
て
き

て
い
る
。
今
後
の
維
持
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

効
率
化
に
つ
い
て
、
経
費
削
減
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
。答

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
は
各
町

村
そ
れ
ぞ
れ
で
は
な
く
、
人
吉
球
磨
共
通
の

も
の
を
使
う
な
ど
連
携
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
せ
き
れ
い
館
の
図
書

館
に
つ
い
て
は
、
司
書
の
活
動
に
よ
り
図
書

の
購
入
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。
今
後
の
特
色
あ
る

図
書
館
の
活
用
は
。

答
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
と
か
、
ゆ
っ
た
り

落
ち
つ
い
て
す
ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
、
町
民
が
集
い
や
す
い
こ
と
が
一
番
な
の
で
、

取
り
組
ん
で
み
る
価
値
が
あ
る
。

問
地
域
学
校
安
全
指
導
員
は
現
在
何
人
か
。
子

供
た
ち
の
見
守
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対

応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
謝
礼
の
ア
ッ
プ
と
か

の
考
え
は
。

答
現
在
４
人
と
各
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
現
場

の
声
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問
伝
統
芸
能
継
承
等
の
問
題
を
い
か
に
解
決

し
て
い
く
の
か
。

答
後
継
者
不
足
、
発
表
の
場
等
、
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
の
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

総務文教常任委員会所管課分
（総務課・会計課・企画財政課・教育委員会）

平成27年度決算審議内容の抜粋

集いやすい図書館を目指して（生涯学習センター）
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厚生常任委員会所管課分
（税務課・町民課・福祉課・保健環境課）

問
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用

状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

答
定
期
路
線
、
予
約
路
線
と
も

増
加
傾
向
。
要
望
が
多
い
の

は
時
間
帯
と
路
線
の
見
直
し
。
詳
し

く
精
査
し
、
今
後
の
路
線
の
方
針
を

決
め
た
い
。

問
緊
急
通
報
装
置
の
利
用
状
況

は
。

答
78
名
が
利
用
中
。
今
回
新
規

で
６
名
に
設
置
。
緊
急
で
８

名
の
利
用
が
あ
っ
た
。

問
地
域
型
サ
ロ
ン
事
業
の
実
施

状
況
は
。

答
52
行
政
区
の
計
画
で
45
区
実

施
。
全
地
区
で
３
７
８
回
開

催
さ
れ
、
延
べ
５
，５
５
２
名
が
参

加
。実
施
さ
れ
な
か
っ
た
地
区
で
は
、

公
民
館
の
使
い
勝
手
の
悪
さ
も
一
つ

の
原
因
。
介
護
予
防
に
非
常
に
効
果

の
高
い
事
業
と
位
置
づ
け
て
お
り
、

強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

問
町
税
の
不
納
欠
損
額
と
す
る

理
由
は
。

答
一
つ
目
が
財
産
が
な
い
こ
と
。

二
つ
目
が
生
活
困
窮
、
生
活

保
護
。
三
つ
目
が
所
在
不
明
、
財
産

も
不
明
。
あ
と
一
つ
が
即
時
消
滅
。

問
し
ら
が
ね
寮
の
財
源
は
。

答
民
生
費
県
負
担
金
の
生
活
費

負
担
金
、
事
務
費
負
担
金
、

１
億
１
，６
２
４
万
２
，５
７
０
円
。

問
子
供
医
療
費
助
成
制
度
が
現

物
支
給
か
ら
償
還
払
い
に

な
っ
た
が
医
療
費
は
減
額
出
来
た
の

か
。答

26
年
度
か
ら
償
還
払
い
と
い

う
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
て

実
績
的
に
は
25
年
度
か
ら
す
れ
ば

１
，０
０
０
万
円
程
度
減
少
し
た
。

問
熊
本
県
虫
歯
予
防
対
策（
フ
ッ

化
物
洗
口
）の
現
在
の
状

況
は
。答

平
成
28
年
度
の
園
児
が

99
％
、
小
学
生
が
98
・
３
％
、

中
学
校
は
92
・
６
％
実
施
。

問
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開

始
型
）
事
業
補
助
金
返
還
金

の
返
還
の
理
由
は
。

答
親
元
就
農
の
一
部
継
承
で
、

新
規
作
物
の
家
族
間
協
議
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
。

問
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
は
現
在
進
行
中
の
事
業
で

あ
る
が
、
各
組
織
の
格
差
に
疑
問
を

感
じ
る
が
、
広
域
協
定
を
結
ん
で
目

的
達
成
の
た
め
に
今
後
ど
う
し
て
進

め
て
い
く
の
か
。

答
交
付
金
利
活
用
し
て
、
運
営

委
員
会
で
協
議
し
な
が
ら
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
や
り
た
い
。

問
結
婚
対
策
事
業
費
の
実
績
・

効
果
は
。

答
11
回
計
画
し
た
が
、
女
性
の

参
加
者
が
少
な
く
、
３
回
実

施
。
７
組
が
交
際
中
で
１
組
が
入
籍

予
定
。
広
告
の
効
果
は
町
外
か
ら
の

参
加
者
が
増
。

問
販
路
拡
大
事
業
の
費
用
対
効

果
は
。

答
新
商
品
開
発
が
３
商
品
、
取

引
先
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会

が
増
え
て
い
る
。

問
道
路
維
持
費
で
除
草
剤
の
活

用
は
。

答
平
成
28
年
度
に
向
け
て
噴
霧

器
２
台
を
購
入
し
使
用
し
て

い
る
。作
業
員
の
草
刈
り
と
併
用
し
、

景
観
上
有
効
利
用
し
、
縁
石
の
み
散

布
。問

橋
り
ょ
う
点
検（
近
接
目
視
）

業
務
は
、残
り
の
橋
の
点
検
、

目
視
で
安
全
な
の
か
、
町
道
に
か
か

ら
な
い
橋
の
状
況
は
把
握
で
き
て
い

る
か
。答

法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
５

年
に
１
回
点
検
を
実
施
。
ひ

び
割
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
損
等
、

目
視
と
ハ
ン
マ
ー
打
音
で
実
施
。
私

道
橋
も
あ
る
の
で
計
画
は
な
い
。

建設経済常任委員会所管課分
（農業振興課・商工観光課・建設林業課・上下水道課）

利用増加にある乗合タクシー

道路維持状況調査

5
平成 28 年 11 月発行
議会だより あさぎり № 50



平成28年度 一般会計補正予算（第３号）

4億6,745万円を追加し
総額
主な内容

◆ 役場本庁舎のトイレや
　 会議室などの改修工事費

…… 3,599万1,000円

◆ 旧須恵中学校跡地
　 （グラウンド）の
　 用地整備工事費

…… 1,630万円

◆ 深田の高山体育館の
　 改修工事費

…… 1,493万1,000円

◆ 財政調整期金への積立
…… 2億6,430万円

　　�財政の安定化に資するため、
法に基づき積み立てるもの

（平成） 27年度26年度25年度24年度23年度22年度

43.9
40.1

36.9

31.7

24.9

20.3

（円）

0億

10億

20億

30億

40億

50億
財 政 調 整 基 金

106億5,547万円
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条例の制定 及び 改正・表決一覧 抜 粋

■第 3 回会議 表決一覧（抜粋）
議員名議案名 市岡 難波 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 豊永 永井 皆越 小見田 奥田 久保田 溝口 徳永

平成28年度あさぎり町一般会計補正
予算（第3号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度あさぎり町上財産区特別
会計補正予算（第1号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度あさぎり町一般会計歳入
歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

青少年健全育成基本法の制定を求める
意見書について

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　議案第11号

あさぎり町運動公園条例の一部を改正する条例の制定について。
　あさぎり町薬草加工所（仮称）の建設に伴い、深田地区グラウンドの用途を廃止するため。

　議案第12号

あさぎり町公有財産の無償譲渡について。
　あさぎり町が所有する上地区永山阿弥陀堂用地を永山地区が今後も維持管理・補修等を行い、
次の世代に引き継いでいき安定的かつ良質な保全の実施を図ることができるようにするため、
無償で譲渡するもの。

　議案第13号

国営川辺川土地改良事業建設事業費の負担区分について。
　国営川辺川土地改良事業計画変更等に伴い、国、県、市町村及び受益農家の負担割合が変更
となったため。

　発議第7号

青少年健全育成基本法の制定を求める意見書について。
　青少年健全育成に対する基本理念や方針などを明確にし、有害環境から青少年を守る為、国、
地方公共団体、事業者そして保護者等の責務を明らかにし、これによる一貫性のある包括的、
体系的な法整備が必要なため。
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小
見
田　

２
０
１
８
年
産
よ
り
、
米
の

生
産
数
量
の
国
に
よ
る
配
分
を
や
め
る

方
針
で
あ
り
、
転
作
作
物
導
入
に
よ
る

水
田
活
用
所
得
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

よ
り
産
地
の
自
主
性
に
委
ね
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
政
策
誘
導
次
第
に
よ
っ

て
は
地
域
間
格
差
が
生
じ
る
も
の
と
危

惧
す
る
。
２
０
１
７
年
は
そ
れ
に
備
え

る
期
間
と
捉
え
て
、
国
、
県
、
Ｊ
Ａ
等

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
万
全
を

期
す
べ
き
と
思
う
が
、
こ
の
事
に
つ
い

て
協
議
に
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

ま
だ
本
格
的
な
議
論
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
営
農
形
態
の
根
幹
に
か

か
わ
る
事
と
認
識
し
て
い
る
。

小
見
田　

農
林
水
産
省
の
２
０
１
７
年

度
予
算
の
概
算
要
求
の
中
に
「
野
菜
生

産
転
換
促
進
事
業
」
と
い
う
新
規
事
業

も
あ
る
が
、
２
０
１
８
年
産
以
降
は
野

菜
の
振
興
も
図
る
の
か
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
、
飼

料
米
か
、
あ
さ
ぎ
り
農
政
の
誘
導
を
今

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

農
業
振
興
課
長　

今
Ｊ
Ａ
担
当
レ
ベ
ル

で
の
協
議
で
は
こ
れ
ま
で
通
り
、営
農
計

画
書
に
よ
る
状
況
把
握
を
基
に
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ

の
作
付
拡
大
し
て
い
る
中
で
、主
食
用
米
、

大
豆
、麦
の
作
付
拡
大
を
図
る
考
え
で
、

野
菜
は
裏
作
栽
培
で
振
興
し
て
い
き
た
い
。

問  買い物弱者支援の取組みは

問 � 

米
の
生
産
調
整
の
見
直
し
へ
の
対
応
は

難
波　

一
年
間
で
約
１
０
０
万
人
の

買
い
物
弱
者
と
い
わ
れ
る
対
象
者
が

増
加
し
て
い
る
。
町
内
で
は
こ
の
現

実
に
つ
い
て
対
策
が
あ
る
の
か
。

高
齢
福
祉
課
長　

内
閣
府
の
調
査
を

元
に
し
た
推
計
値
は
約
１
，１
０
０

人
が
町
内
対
象
者
と
思
わ
れ
る
。

難
波　

人
吉
市
と
錦
町
で
巡
回
販
売

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
把
握
は

で
き
て
い
た
の
か
。

町
長　

２
年
位
前
に
郡
の
町
村
会
で

一
緒
に
ど
う
か
と
の
相
談
は
あ
っ
た

が
、
も
う
少
し
状
況
を
見
た
上
で
検

討
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

難
波　

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
巡

回
支
援
は
単
な
る
買
い
物
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
く
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
安
否
確
認
や
交
流
活
動
も
兼
ね
る

住
民
生
活
向
上
の
大
変
重
要
な
取
組

み
で
あ
る
。
町
民
の
幸
福
と
健
康
に

つ
な
が
る
地
方
創
生
事
業
の
一
つ
と

し
て
是
非
と
も
予
算
に
組
み
込
ん
で

早
期
実
現
を
目
指
し
て
い
く
べ
き
。

生
活
福
祉
課
長　

来
年
度
の
介
護
保

険
法
の
改
正
等
で
検
討
さ
れ
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の

中
で
高
齢
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

町
長　

で
き
る
だ
け
町
の
負
担
な
く

自
立
し
て
取
り
組
む
よ
う
民
間
で
や
っ

て
頂
く
の
が
一
番
だ
と
思
う
。他
町
村

の
動
き
を
踏
ま
え
対
策
を
考
え
る
。

難波　文美 議員

小見田　和行 議員

一
般
質
問

コメが語りかけるモノ

自治体と企業が知恵を出し合い、全国的に広がっている買い物支援

10 
※�一般質問の文章については、質問者の    責任においてそのまま掲載とします。

人が登壇人

8
平成 28 年 11 月発行

議会だより あさぎり № 50



問  ＴＰＰの情報は
永
井　

本
町
は
、
基
本
的
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
は
反
対
の
立
場
だ
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

つ
い
て
町
は
ど
う
い
う
情
報
を
つ
か

ん
で
い
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

国
の
第
２
次
補
正

予
算
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
し
て
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
・
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
、
新
規
事
業
と
し
て
中
山

間
地
域
を
対
象
と
し
た
所
得
向
上
対

策
事
業
・
農
家
の
収
入
減
少
に
伴
う

収
入
保
険
制
度
の
導
入
の
議
論
も
な

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
内
容
を

確
認
し
た
上
で
農
家
に
伝
え
て
い
き

た
い
。

◎
小
学
校
教
育
に
つ
い
て

永
井　

小
学
校
の
外
国
語
活
動（
英

語
）の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
長　

教
え
る
側（
先
生
）も
若
干

の
不
安
も
あ
る
が
、
先
生
方
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
に
支
援
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
児
童
が
通
常
の
中

で
英
語
に
触
れ
る
環
境
を
作
っ
て
い

き
た
い
。

永
井　

免
田
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
、

「
夏
休
み
期
間
中
の
プ
ー
ル
の
使
用

は
す
べ
て
の
責
任
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
あ

る
」
と
言
う
理
由
か
ら
、
限
ら
れ
た

児
童
し
か
使
用
で
き
な
い
の
が
現
状

だ
が
、
代
替
え
措
置
と
し
て
Ｂ
＆
Ｇ

プ
ー
ル
に
週
何
回
か
で
も
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
は
で
き
な
い
か
。

教
育
課
長　

夏
休
み
期
間
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
責
任
を
持
つ
と
い
う
事
で
あ
る
か

ら
、
も
う
少
し
内
部
で
検
討
を
さ
せ

て
ほ
し
い
。

一
般
質
問

問 � 

町
民
に
と
っ
て
の「
幸
福
」と

　 � 

「
健
康
」の
取
り
組
み
は

加
賀
山　
「
幸
福
」
と
「
健
康
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
町
民
へ
の
周
知
度

は
。

副
町
長　

ま
だ
一
割
程
度
だ
と
思
う
。

地
区
の
代
表
や
役
員
の
方
に
は
会
議
の

折
に
話
し
た
り
、
広
報
紙
で
伝
え
て
い

る
が
認
識
し
て
も
ら
う
の
は
こ
れ
か
ら
。

加
賀
山　

町
の
基
本
目
標
と
し
て
進
め

て
い
く
の
に
現
状
で
は
ま
だ
広
が
っ
て

い
な
い
。
地
方
創
生
と
い
う
言
葉
自
体

も
解
り
づ
ら
い
し
、
関
係
な
い
と
い
う

町
民
の
声
も
あ
る
。

町
長　

鎏
り
ゅ
う
き
ん
じ
ゅ
う
た
い
き
ょ
う

金
獣
帯
鏡
・
幸
福
駅
、
薬
師

さ
ん
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
強
く
町
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

加
賀
山　

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を
進

め
る
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
始
め
て
み
て
は
。

町
長　

地
域
活
性
化
の
成
功
の
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
い
か

に
賛
同
し
て
動
い
て
も
ら
う
か
。
そ
の

地
元
の
方
と
話
す
機
会
を
持
ち
、
地
元

で
盛
り
あ
が
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

加
賀
山　

こ
こ
一
年
で
ど
れ
だ
け
周
知

度
を
高
め
て
い
く
の
か
。

町
長　

目
標
１
０
０
％
を
目
指
す
。

永井　英治 議員

加賀山　瑞津子 議員

TPPの影響が懸念される農業

10 
※�一般質問の文章については、質問者の    責任においてそのまま掲載とします。

一 般 質 問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する。

鎏り
ゅ
う
き
ん
じ
ゅ
う
た
い
き
ょ
う

金
獣
帯
鏡

　

免
田
地
区
の
才
園
古
墳
出
土
の

日
本
に
３
枚
し
か
な
い
、
国
指
定
の

鏡
。

　
「
こ
の
鏡
を
持
つ
者
に
は
幸
福

と
長
寿
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
言
葉

が
書
か
れ
て
い
る
。
現
在
教
育
委
員

会
で
２
つ
の
レ
プ
リ
カ
の
展
示
を

計
画
中
。
併
せ
て
出
土
し
た
才
園
古

墳
の
保
護
保
存
に
む
け
て
環
境
調

査
実
施
中
。
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豊
永　

ご
み
収
集
作
業
に
お
け
る
安
全
性
の

確
保
及
び
ご
み
減
量
の
促
進
を
図
る
と
共

に
、
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
の
向
上
を

図
る
目
的
と
し
て
、
ご
み
袋
が
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、
ご
み
袋
を
変

更
し
た
経
緯
は
。

町
民
課
長　

手
提
げ
式
に
変
更

し
た
経
緯
は
、
以
前
か
ら
の
町
民

の
要
望
、
高
齢
の
方
が
持
ち
運
び

し
や
す
い
こ
と
、
区
長
会
の
方
か

ら
も
要
望
が
出
て
い
た
と
い
う

の
が
大
き
な
要
因
。

豊
永　

取
っ
手
つ
き
に
替
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
以
前
よ
り
多
く

入
ら
な
い
、
破
れ
や
す
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。
住
民
の
方
に
お
願

い
す
る
以
上
は
、
価
格
面
の
流
れ

と
か
公
表
し
て
値
段
を
下
げ
る

べ
き
で
は
。

町
長　

ご
み
袋
の
大
き
さ
、
形

状
、
強
度
色
々
検
討
す
べ
き
課
題

が
あ
る
。
近
隣
町
村
の
価
格
も
あ
る
し
、
総

合
的
に
も
う
少
し
見
直
し
を
し
て
、
そ
う
い

う
結
果
で
値
下
げ
余
地
が
あ
る
か
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
一
番
使
い
や
す
い
形
を
考
え
て
み

る
。
い
き
な
り
結
論
を
出
す
の
は
難
し
い
面

が
あ
る
の
で
、
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
含
め
、

今
後
検
討
し
た
い
。

問  県営清願寺ダム関連の管水路の整備は

問  

ご
み
袋
を
変
更
し
た
経
緯
は

一
般
質
問

橋
本　

免
田
川
地
区
地
域
防
災
減
災
事

業（
特
定
農
業
用
管
水
路
対
策
事
業
）が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
事
業
か
ら

除
外
さ
れ
て
い
る
管
は
完
成
か
ら
30
数

年
を
経
過
し
て
お
り
、
相
当
老
朽
化
し

て
い
る
。
そ
の
維
持
管
理
は
、
今
後
の

大
き
な
課
題
と
考
え
て
い
る

が
、
整
備
計
画
を
問
う
。

農
業
振
興
課
長　

上
村
土
地

改
良
区
の
管
理
の
農
業
用
施

設
に
な
る
の
で
、
計
画
立
案

及
び
事
業
主
体
は
土
地
改
良

区
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
要
望

等
を
受
け
、
事
業
費
の
一
部

に
つ
い
て
支
援
を
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
土
地
改
良

区
の
負
担
も
発
生
す
る
た

め
、
有
利
な
補
助
事
業
等
に

取
り
組
め
な
い
か
等
の
確
認

を
し
て
、
県
営
の
ダ
ム
で
も

あ
り
県
に
も
支
援
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

橋
本　

農
家
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
等
を
考
慮
し
た
場
合
、
一
つ

の
土
地
改
良
区
で
解
決
で
き
る
問
題
で

な
く
、
今
後
、
農
家
の
生
産
基
盤
確
立

の
た
め
に
も
関
係
団
体
と
の
連
携
が
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

農
業
振
興
課
長　

運
営
コ
ス
ト
の
削
減

等
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
、
土
地
改
良
区
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

入
札
の
事
務
執
行
の
正
し
い
手
続
き

が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

豊永　喜一 議員

橋本　誠 議員

補修が完了した水管橋

燃えるごみ袋　旧（左）・新（右）
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久
保
田　

計
画
か
ら
40
数
年
、
実
に
３
世
代

に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
本
事
業
は
、

初
期
の
目
的
を
実
現
で
き
ず
再
々
計
画
変
更

と
な
っ
た
。
今
回
の
計
画
変
更
に
必
要
な
３

分
の
２
の
同
意
取
得
は
厳
し
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
説
明
会
、
同
意
に
向
け
た
町

の
考
え
を
問
う
。

町
長　

こ
れ
以
上
先
送
り
で
き
な
い
。
農
家

の
不
安
を
解
消
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

色
々
難
し
い
局
面
は
あ
る
と
し
て
も
一
定
の

方
向
づ
け
を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

久
保
田　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
説
明
会
を

開
催
さ
れ
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

一
度
に
全
事
業
に
つ
い
て

説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
区
画
整
理
の

方
か
ら
始
め
次
に
農
地
造
成
を
行
う
。
対
象

者
は
合
計
で
２
，５
０
０
名
程
で
広
報
誌
で

も
説
明
を
し
て
い
く
。

久
保
田　

最
終
的
に
同
意
し
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
負
担
軽
減
だ
け
で
な
く
、
現
在
対
象

地
は
中
山
間
直
接
支
払
制
度
事
業
か
ら
は
ず

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
何
と
か
国
・
県
に

対
し
て
特
別
で
認
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
か
。

町
長　

傾
斜
の
問
題
が
あ
り
、
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、説
明
会
の
中
で
、

農
家
の
姿
・
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

問  
国
営
川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
計
画

　 
変
更
は

一
般
質
問

久保田　久男 議員

市
岡　

年
々
社
会
情
勢

が
変
化
し
て
い
く
中
、

国
も
制
度
の
見
直
し
が

検
討
さ
れ
、
あ
さ
ぎ
り

町
に
お
い
て
も
現
在
の

制
度
で
地
域
の
生
活
環

境
や
子
育
て
環
境
に
整

合
性
が
あ
る
の
か
。

町
長　

奨
学
金
制
度
は

非
常
に
重
要
な
制
度
と

思
っ
て
い
る
。

教
育
課
長　

貸
付
状
況

は
、
昨
年
、
今
年
と
各

20
名
の
利
用
で
あ
る
。

こ
こ
２
年
ほ
ど
増
加
傾

向
に
あ
る
。
制
度
の
必

要
性
は
増
し
て
い
る
と

考
え
る
が
、
見
直
し
と
い
う
部
分
で
は

近
年
さ
れ
て
い
な
い
。

市
岡　

貸
付
額
の
増
額
又
、
償
還
期
間

の
延
長
等
で
負
担
額
を
減
ら
す
考
え
は
。

教
育
課
長　

自
治
体
の
状
況
か
ら
し
て

県
内
で
は
一
番
高
い
金
額
で
あ
る
。
運

用
の
バ
ラ
ン
ス
も
必
要
と
考
え
る
。
就

職
し
て
も
収
入
が
少
な
い
、
仕
事
に
つ

け
な
い
状
況
が
続
く
な
ど
の
場
合
は
償

還
の
猶
予
申
請
が
あ
る
。

町
長　

子
ど
も
達
が
志
を
持
っ
て
自
分

の
資
質
を
上
げ
学
校
等
に
行
く
事
は
大

事
な
事
。
や
り
方
を
考
え
る
べ
き
時
期

に
来
て
い
る
。
今
日
の
段
階
で
は
基
金

の
増
額
を
検
討
す
る
場
面
に
あ
る
と
考

え
る
。

問  あさぎり町の奨学金のあり方は

市岡　貴純 議員

農地造成地（阿蘇団地）

奨学金についてのガイドブック
（詳しくは教育課まで）
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溝
口　

上
地
区
民
の
賛
同
を
得
ず
財
産
区
を

解
散
し
山
も
基
金
も
町
が
管
理
す
る
こ
と
を

強
引
に
進
め
る
こ
と
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
。

町
長　

町
長
に
就
任
し
て
10
年
目
に
入
っ
て

財
産
区
の
あ
り
方
を
色
々
自
問
し
て
来
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
管
理
会
か
ら
財
産
区
の
あ

り
方
の
要
望
書
が
提
出
さ

れ
、そ
れ
を
も
と
に
説
明
会

を
実
施
し
て
き
た
。
今
後

は
、慎
重
に
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

溝
口　

基
金（
３
億
６
０
０
０

万
円
余
）も
全
国
の
財
産
区

で
は
、財
産
区
民
の
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。
上
財
産

区
だ
け
が
使
え
な
い
の
は
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

建
設
林
業
課
長　

管
理
会

の
了
承
が
あ
れ
ば
使
え
る

も
の
と
思
う
。

副
町
長　

ど
う
い
う
方
法
な
ら
使
用
で
き
る

か
検
討
の
余
地
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
理

解
し
て
い
る
。

◎
身
障
者
の
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て

溝
口　

昨
年
11
月
16
日
ポ
ッ
ポ
ー
館
で
身
障

者
の
方
が
転
倒
さ
れ
大
ケ
ガ
で
入
院
さ
れ

た
。
町
に
対
し
て
９
０
０
万
円
余
の
損
害
賠

償
請
求
訴
訟
が
お
こ
さ
れ
た
。
御
見
舞
い
の

気
持
ち
を
表
し
て
い
た
ら
裁
判
に
は
な
ら
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

そ
の
都
度
誠
意
あ
る
精
一
杯
の
対
応

を
し
て
き
た
。

溝口　峰男  議員

一
般
質
問

問  あさぎり町観光振興計画の実効性は
久
保　

２
０
２
０
年
ま
で
の
観
光
振
興

計
画
を
策
定
し
た
が
、
我
が
町
が
観
光

で
お
金
を
稼
い
で
い
く
魅
力
あ
る
観
光

資
源
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
か
。

町
長　

磨
け
ば
光
る
宝
物
は
あ
る
の
で

日
本
遺
産
認
定
を
機
会
に
取
り
組
む
。

地
方
創
生
で
も
、「
健
康
と
幸
福
」
の

テ
ー
マ
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
や
る
こ
と
が

大
事
だ
。
稼
ぐ
と
い
う
よ
り
、
町
民
全

体
に
元
気
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
、
そ

の
よ
う
な
展
開
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

久
保　

大
事
な
の
は
、
町
が
観
光
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
い
る
箇
所
を
維
持
運
営
し

て
い
る
人
達
の
地
域
活
性
化
事
業
で
あ

り
、
文
化
と
観
光
の
両
面
か
ら
の
支
援

も
必
要
だ
。

副
町
長　

地
域
の
方
々
に
地
元
の
文
化

財
や
史
跡
名
所
旧
跡
を
維
持
し
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
を
ど
う

守
っ
て
い
く
か
、
活
性
化
さ
せ
て
い
く

か
を
真
剣
に
と
ら
え
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
で
、
新
た
な
町
の
方
策
を
見
出
し
て

い
き
た
い
。

久
保　

観
光
事
業
に
取
り
組
む
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
3
年
後
の
自
立
は
。

町
長　

２
年
間
の
取
り
組
み
後
、
議
論

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

問  
上
地
区
住
民
の
賛
同
を
得
ず

　  
財
産
区
の
解
散
は

上財産区　皆越宮床100年杉

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行

が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域
外

の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地

域
協
力
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ

の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、
意

欲
あ
る
都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
が
ら
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
。

　

総
務
省
が
隊
員
１
人
に
つ
き
報

償
費
等
と
し
て
年
間
２
０
０
万
円

〜
２
５
０
万
円
、
活
動
費
と
し
て
年

間
１
５
０
万
円
〜
２
０
０
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
上
限
に
地
方
自
治
体
に

対
し
て
特
別
交
付
税
措
置
す
る
。
隊

員
の
期
間
は
概
ね
１
年
以
上
最
長

３
年
ま
で
。

W
ekipedia

よ
り
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新 人 議 員 報 告

上
球
磨
町
村
議
会

　
議
員
研
修
会
に

　
　
　
　
参
加
し
て

難
　
波
　
文
　
美

　

７
月
28
日（
木
）多
良
木
多
目

的
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
の
大

島
茂
樹
企
業
長
よ
り
「
地
域
の

医
療
を
守
る
た
め
に
は
」
の
演

題
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厚
生
常
任
委
員
と
し
て
、
ま

た
企
業
団
議
会
議
員
と
な
っ
て

初
め
て
の
議
員
研
修
と
い
う
こ

と
で
、
大
変
興
味
深
く
お
話
を

聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

入
院
ベ
ッ
ド
数
は
１
５
０

床
。
４
月
の
熊
本
地
震
発
災
後

に
、
23
人
の
被
災
者
を
受
け
入

れ
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

上
球
磨
４
ケ
町
村
で
運
営
を

担
っ
て
き
た
病
院
が
年
々
困
難

な
問
題
を
抱
え
て
い
く
中
で
、

病
院
企
業
団
と
し
て
の
経
営
と

な
っ
た
こ
と
で
、
自
助
努
力
を

大
き
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
未
だ
大
き
な
課
題
を
複
数

抱
え
つ
つ
も
企
業
長
と
職
員
が

心
を
一
つ
に
歩
み
出
し
て
い
る

事
実
を
熱
心
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
立
多
良
木
病
院
が
対
応
で

き
る
医
療
人
口
は
30
分
圏
内
に

約
４
万
人
も
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て
地

域
ニ
ー
ズ
の
高
い
も
の
か
ら
支

援
を
始
め
、
当
た
り
前
の
こ
と

を
き
ち
ん
と
や
る
と
い
う
姿
勢

を
一
貫
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
企
業
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
経
営
分
析
な
ど
を

委
託
し
こ
れ
ま
で
に
欠
け
て
い

た
点
な
ど
が
明
確
に
認
知
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
患
者

に
対
す
る
接
し
方
や
医
療
業
務

へ
の
情
熱
・
や
る
気
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
実
際
の
現

場
で
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
念
願
の
婦
人
科
も
再

開
し
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が

患
者
数
も
増
加
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

細
部
に
わ
た
っ
て
一
足
飛
び

に
改
善
を
求
め
る
の
は
無
理
で

す
が
、
病
院
に
関
わ
る
人
た
ち

の
真
摯
な
思
い
と
行
動
が
い
つ

の
日
か
、
必
ず
や
地
域
の
高
度

医
療
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
き
、

私
た
ち
の
生
命
を
安
心
し
て
託

せ
る
医
療
機
関
と
し
て
存
続
で

き
る
こ
と
を
住
民
代
表
の
立
場

で
も
強
く
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

熊
本
県
町
村
議
会

　
議
員
研
修
会
に

　
　
　
　
参
加
し
て

市
　
岡
　
貴
　
純

演
題
「
地
方
創
生
の
課
題
と
活

性
対
策

−

地
方
創
生
と
地
方
議

会
の
役
割
」

　

10
月
13
日（
木
）菊
陽
町
図
書

館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
読
売
新

聞
東
京
本
社
編
集
局
企
画
委
員

青
山
彰
久
氏
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
経
歴
を

持
た
れ
、
現
在
で
は
、
地
方
自

治
、
地
方
財
政
、
分
権
改
革
を

担
当
さ
れ
て
い
る
方
で
し
た
。

　

私
も
本
町
の
議
会
議
員
と
い

う
立
場
を
頂
き
半
年
余
り
が
過

ぎ
、
こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
事
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が

何
な
の
か
、
い
つ
も
考
え
て
い

ま
す
が
、
時
に
は
考
え
の
入
り

口
さ
え
見
え
な
い
時
も
あ
り
ま

す
。
研
修
会
で
の
講
演
内
容
で

も
あ
り
ま
す
地
方
創
生
と
は
何

な
の
か
、
地
方
議
員
の
役
割
と

は
何
な
の
か
、
ま
た
一
つ
学
ば

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

◎
地
方
議
会
と
は
「
住
民
の
広

場
」
で
あ
り
、
３
つ
の
役
割

が
あ
る
。

①
地
域
の
政
治
的
争
点
や
政

策
情
報
を
集
約
し
て
公
開

す
る

②
政
治
家
を
訓
練
す
る

③
首
長
と
行
政
機
構
を
監
視

す
る

◎
地
方
議
員
と
は
「
地
域
づ
く

り
の
専
門
家
」
で
あ
り
、
住

民
の
生
活
感
覚
を
も
と
に
役

所
文
化
で
は
生
ま
れ
な
い

①「
感
性
」

②「
生
活
の
知
恵
」

③「
専
門
的
な
技
術
と
技
能
」

を
備
え
、
地
域
全
体
を
政
治

的
に
統
合
す
る
専
門
家
。

　

こ
の
事
を
私
な
り
に
理
解

し
、
こ
の
あ
さ
ぎ
り
町
を
い
か

に
住
み
心
地
の
い
い
町
に
し
て

い
く
か
を
、
住
民
の
み
な
さ
ま

と
共
に
考
え
、
今
後
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
私
も
小
さ
い
子
を
持
つ
親

で
も
あ
り
ま
す
。
中
、
長
期
視

点
か
ら
み
た
地
方
創
生
と
考
え

る
な
ら
ば
、
将
来
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
達
の
為
に
も
教
育
環

境
を
し
っ
か
り
と
整
え
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
共
に
ふ
れ

合
う
機
会
を
増
や
し
、
地
域
全

体
の
文
化
の
伝
承
を
伝
え
て
い

く
事
が
「
あ
さ
ぎ
り
町
の
宝
」

を
育
ん
で
い
く
事
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
の
機

会
を
頂
き
、
感
謝
と
と
も
に
、

今
後
の
活
動
に
し
っ
か
り
と
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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町
村
議
会
常
任
委
員
長
・

　
　
運
営
委
員
長
研
修
報
告

小
　
出
　
高
　
明

　

平
成
28
年
８
月
23
日
、
美
里
町
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
町
村
議
会
運
営
委
員
長
・

常
任
委
員
長
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
名
古
屋

大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
教
授　

生
源

寺
眞
一
氏
に
よ
る
「
岐
路
に
立
つ
日
本
の
農

業
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
大
筋
合
意
を
念
頭
に
」
を

演
題
に
し
て
の
研
修
で
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対

策
の
検
討
が
本
格
化
。
早
期
に
出
来
る
だ
け

具
体
的
な
方
針
と
、
国
民
に
も
た
ら
す
利
益

の
評
価
を
行
う
事
が
大
切
で
あ
り
、
こ
の
検

討
を
契
機
に
、
農
政
全
般
の
あ
り
方
を
見
直

す
事
も
重
要
で
あ
る
。
日
本
農
業
の
強
み
は
、

高
品
質
の
農
産
物
を
生
み
出
す
パ
ワ
ー
で
あ

り
、
優
れ
た
生
産
工
程
が
、
環
境
保
全
型
農

業
の
実
践
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
又
、
先

端
技
術
を
利
用
し
た
、
情
報
発
信
に
よ
る
消

費
者
へ
の
食
の
安
全
・
安
心
の
ア
ピ
ー
ル
は
、

現
代
の
若
者
の
強
み
の
一
つ
で
、
情
報
の
発

信
・
交
流
が
先
進
的
な
農
業
経
営
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
の
形
で
も
あ
る
。
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
毎
日
の
よ
う
に
生
き
物
と
向
き
合

う
現
場
発
の
情
報
だ
か
ら
こ
そ
、
人
々
の
心

の
奥
に
届
き
、
本
来
の
土
の
香
り
の
農
業
が

あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

議
会
活
性
化

　
　
特
別
委
員
会
報
告

小
見
田
　
和
　
行

　

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
の
最
高
規
範
で
あ
る
基

本
条
例
が
施
行
さ
れ
４
年
目
を
迎
え
る
。
こ

の
間
、
各
議
員
が
基
本
条
例
を
理
解
し
発
言
、

行
動
し
て
き
た
の
か
検
証
す
る
と
と
も
に
今

後
さ
ら
に
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
議
員

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
す
る
た
め
特
別
委
員

会
を
設
置
し
研
鑽
す
る
事
と
な
っ
た
。
尚
、

今
回
の
委
員
会
の
特
徴
は
、
毎
月
一
回
の
勉

強
会
を
開
き
議
員
の
資
質
向
上
を
目
指
す
取

り
組
み
を
行
う
。
６
月
１
日
設
置
後
の
委
員

会
の
主
な
議
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て

○
議
会
議
事
堂
移
転
に
つ
い
て

○
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

○
中
学
生
議
会
に
つ
い
て

○
議
会
研
修
会（
勉
強
会
）に
つ
い
て

　

勉
強
会
は
８
月
22
日
緒
方
県
議
を
講
師
に

県
政
の
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
９
月
８
日
は

決
算
認
定
に
つ
い
て
復
習
を
兼
ね
、
議
会
事

務
局
長
と
と
も
に
勉
強
し
た
。

正
副
議
長
会
交
流
会

　

平
成
28
年
９
月
21
日
に
上
球
磨
正
副
議

長
会
に
合
わ
せ
て
、
宮
崎
県
の
隣
接
す
る

椎
葉
村
正
副
議
長
と
西
米
良
村
正
副
議
長

と
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
毎
年
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
椎
葉
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

椎
葉
村
に
は
、
平
家
の
落
人
伝
説
が
伝

わ
る
「
鶴
富
屋
敷
」
国
の
天
然
記
念
物
の

「
八
村
杉
」
日
本
初
の
ア
ー
チ
式
ダ
ム
「
上

椎
葉
ダ
ム
」
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

「
十
根
川
集
落
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
ひ

え
つ
き
節
」
を
は
じ
め
と
し
、
多
く
の
民

謡
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
村
内
26
の
集
落

に
「
神
楽
」
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
11
月
に
は
「
椎
葉
平
家
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
各
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

さ
れ
た
後
、
公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
の

大
島
企
業
長
、
上
球
磨
消
防
組
合
の
吉
鶴

消
防
長
よ
り
現
状
報
告
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

大
島
企
業
長
は
入
院
患
者
数
も
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
や
、
椎
葉
村
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
患
者
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
鶴
消
防
長
は
火
災
の
状
況
や
救
急
出

動
件
数
の
推
移
な
ど
を
話
さ
れ
、
近
年
は

救
急
出
動
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
救
急

出
動
の
約
半
数
（
49
％
）
が
入
院
の
必
要

の
な
い
軽
傷
の
患
者
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

椎
葉
村
へ
も
年
間
数
件
の
救
急
出
動
が
あ

る
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

椎
葉
村
で
は
移
住
定
住
者
の
募
集
を
さ

れ
て
お
り
、
現
在
３
名
の
移
住
者
が
お
ら

れ
、現
在
地
域
興
し
協
力
隊
を
２
名
採
用
、

秘
境
de
農
業
と
い
う
こ
と
で
１
名
が
研
修

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
椎
葉
好
き
人
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
１
，０
７
３
名

が
登
録
さ
れ
、
春
夏
の
２
回
交
流
体
験
会

が
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
是
非
、

椎
葉
村
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

交
流
会
の
最
後
に
は
椎
葉
村
黒
木
副
村

長
か
ら
、
隣
接
す
る
上
球
磨
地
域
は
生
活

圏
で
あ
り
、
公
立
多
良
木
病
院
と
上
球
磨

消
防
署
は
椎
葉
村
に
と
っ
て
も
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
な
の
で
感
謝
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
来
年
は
球
磨
郡
開
催
と

な
り
ま
す
の
で
、
元
気
で
再
会
す
る
こ
と

を
祈
念
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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住民とともに議員のボランティア活動
球磨畜産共進会菜の花プロジェクト

郡民体育祭選手応援

くま川マラソン大会

南稜高校育友会
ビーチ大会に参加

共進会の応援に全議員で! !
（9 月 13 日）

青年団主催による除草作業
（10 月 16 日）

地元の南稜高校を盛り上げよう
（7月9日）

空手応援（山江村）
7月10 日、17 日、24 日に議員で
各会場に応援に行きました。

ハーフ周回
コースにむけて
交通量調査

大会の成功を願って
駐車場の整備と
参加賞の準備
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平成 28 年 11 月発行
議会だより あさぎり № 50



○
７
月
29
日（
金
）

　

第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
行
政
報

告
で
は
松
本
組
合
長
か
ら
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
の
報
告
を
受
け
た
。

　

監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
に
５
番
宇
佐

信
行
議
員
を
選
任
。
平
成
28
年
度
災
害
対

応
特
殊
救
急
自
動
車
、
高
度
救
命
処
置
用

資
機
材
整
備
事
業
で
３
，４
１
２
万
８
千

円
で
熊
本
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
と
契

約
し
た
。

　

８
月
12
日
、
正
副
組
合
長
会
議
に
て
庁

舎
建
設
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
、
８
月
17

日
の
全
員
協
議
会
で
庁
舎
建
設
基
本
計
画

の
説
明
が
あ
り
、あ
さ
ぎ
り
町
議
会
に
は
９

月
８
日
の
全
員
協
議
会
で
説
明
が
あ
っ
た
。

し
た
。
27
年
度
一
般
会
計
、
人
吉
球
磨
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
特
別
会
計
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
の
３
件
と
一
括
し

て
、
27
年
度
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
決
算
の
認
定
３
件
の
審
議
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

○
８
月
26
日（
金
）

　

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
第
３
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正

予
算
、
人
吉
球
磨
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

特
別
会
計
補
正
予
算
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
特
別
会
計
補
正
予
算
の
３
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
決
定

○
９
月
２
日（
金
）

　

第
３
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27

年
度
決
算
に
つ
い
て
、
病
院
事
業
で
マ
イ

ナ
ス
２
億
９
，６
８
４
万
円
と
な
り
、
昨

年
度
比
７
，０
０
０
万
円
の
改
善
。
老
健

事
業
に
お
い
て
は
プ
ラ
ス
２
，９
５
５
万
円

で
昨
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
３
，０
０
０
万
円
、

健
診
事
業
で
は
マ
イ
ナ
ス
２
，２
１
４
万
円

で
昨
年
度
比
プ
ラ
ス
１
４
０
万
円
の
改
善
と

な
っ
た
。
議
員
発
議
で
球
磨
郡
公
立
多
良

木
病
院
企
業
団
の
経
営
支
援
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

一
部
事
務
組
合
及
び
常
任
委
員
会
報
告

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

が
定
め
た
単
価
が
あ
り
一
人
当
た
り
平

成
27
年
４
月
で
１
９
１
，０
３
０
円
。
事

業
費
と
し
て
基
準
額
が
５
９
，８
０
０

円
。
全
体
で
約
１
億
９
，０
０
０
万
円

と
な
り
、
約
３
，０
０
０
万
円
位
が
町

の
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
と
な
る
。

○
８
月
22
日（
月
）

フ
ッ
化
物
洗
口
の
安
全
性
に
つ
い
て

　

健
康
推
進
課
よ
り
説
明
が
あ
り
、
通

常
の
フ
ッ
化
物
洗
口
で
は
人
体
へ
の
影

響
は
無
い
。
む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
は
、

あ
わ
せ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
も
重
要
だ
。

学
校
で
フ
ッ
化
物
洗
口
を
希
望
さ
れ
て

い
な
い
保
護
者
は
今
年
度
は
約
30
人
位
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

健
康
推
進
課
よ
り
説
明
が
あ
り
、
現

在
３
名
の
方
が
接
種
さ
れ
て
い
る
。

あ
さ
ぎ
り
町
温
泉
施
設
の
方
向
性
に
つ

い
て

　

生
活
福
祉
課
よ
り
「
あ
さ
ぎ
り
町
温

泉
施
設
運
営
方
針
」
に
基
づ
い
て
３
施

設
の
運
営
方
針
の
説
明
が
あ
り
、今
後
、

議
会
全
員
協
議
会
で
説
明
後
、「
あ
さ

ぎ
り
町
公
有
財
産
利
活
用
審
議
会
」
へ

諮
問
し
、
答
申
を
受
け
て
地
区
説
明
会

へ
と
進
め
た
い
。

○
７
月
20
日（
水
）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

　

生
活
福
祉
課
よ
り
説
明
が
あ
り
、
あ

さ
ぎ
り
町
内
の
生
活
保
護
世
帯
は
89
世

帯
で
保
護
人
数
１
２
１
名
で
あ
っ
た
。

救
護
施
設
し
ら
が
ね
寮
の
現
状
に
つ

い
て

　

生
活
福
祉
課
よ
り
説
明
が
あ
り
、

平
成
28
年
度
救
護
施
設
に
防
犯
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
、
税
込
み
総
額
で

１
，２
１
５
，０
０
０
円
。
救
護
施
設
の
財

政
的
な
状
況
に
つ
い
て
、
総
務
費
は
国

厚
生
常
任
委
員
会

むし歯ゼロを目指して歯科教室
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な
る
べ
く
早
く
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
委
員
会
と
し

て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
調
査
を
し
て

い
く
事
と
し
て
委
員
会
を
終
了
し
た
。

○
８
月
17
日（
水
）

青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
制
定
の
た
め

の
陳
情
書
に
つ
い
て

　

陳
情
書
の
依
頼
人
で
あ
る
熊
本
Ｐ
ｕ

ｒ
ｅ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
事
務
局
長
に
参
考

人
と
し
て
出
席
し
て
頂
き
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
の
委
員
会
か
ら
の
質
疑
で
は
、

「
熊
本
を
漫
画
の
聖
地
に
し
よ
う
と
活
動

さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
、
こ
の

法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
普
通

に
読
め
て
い
た
漫
画
が
有
害
図
書
と
し

て
区
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」

「
有
害
図
書
の
他
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
子
ど
も
で
も
簡
単
に
見
ら
れ
る
酷
い

物
が
あ
る
。
そ
い
う
い
う
事
に
対
し
て

も
取
り
締
ま
れ
る
よ
う
な
形
に
し
て
ほ

し
い
」
等
の
意
見
質
問
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
参
考
人
退
席
の
後
審
査
に

入
り
、
委
員
会
と
し
て
こ
の
陳
情
書
は

「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と
し
た
。

そ
の
他
の
調
査

薬
草
加
工
所
建
設
の
た
め
の
旧
深
田
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
用
途
変
更
に
つ
い
て

○
８
月
31
日（
水
）

旧
須
恵
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
残
地
分
譲

に
つ
い
て

買
上
げ
額
の
変
更
、
財
産
区
の
運
営
の

あ
り
方
、
今
後
の
分
収
林
の
あ
り
方
等

に
質
疑
が
あ
っ
た
が
、
本
委
員
会
と
し

て
は
町
の
計
画
で
進
め
て
い
く
こ
と
を

了
承
す
る
。

　
薬
草
加
工
所
建
設
進
捗
状
況
及
び
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て

　

農
業
振
興
課
よ
り
説
明
を
受
け
る
。

質
疑
で
は
、
町
・
ツ
ム
ラ
社
・
薬
草
合

同
会
社
三
者
に
よ
る
協
定
書
締
結
に
つ

い
て
集
中
。
よ
り
安
定
的
・
長
期
的
な

協
定
に
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
そ
の
他

　

国
営
川
辺
川
土
地
改
良
事
業
計
画
変

更
に
関
す
る
同
文
議
決
案
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
。

○
７
月
19
日（
火
）

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

　

総
務
課
か
ら
、
２
０
７
ケ
所
あ
る
施

設
の
基
本
的
な
デ
ー
タ
を
財
産
台
帳
か

ら
拾
い
上
げ
、
今
後
は
各
担
当
課
で
調

査
を
す
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
安
全
性・

機
能
性
・
環
境
性
・
社
会
性
・
経
済
性

を
調
査
し
た
後
に
、
業
者
を
交
え
た
評

価
判
定
を
９
月
中
に
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。
委
員
か
ら

は
、「
評
価
判
定
に
よ
っ
て
は
施
設
の
解

体
等
が
出
て
く
る
と
思
う
が
、
合
併
特

例
債
等
の
有
利
な
起
債
が
使
え
る
時
に

早
急
に
判
断
し
て
頂
く
事
を
要
望
す
る
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
、
担
当
課
と
し
て

も
、「
指
摘
の
通
り
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を

○
8
月
19
日（
金
）

　
上
財
産
区
現
地
調
査

　
上
財
産
区
分
収
林
買
上
げ
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
上
財
産
区
３
地
区
の
分
収
林

を
現
地
調
査
。
建
設
林
業
課
担
当
よ
り

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
比
較
検
討
林

と
し
て
深
田
地
区
２
ヶ
所
の
分
収
林
を

調
査
し
た
。
い
ず
れ
の
分
収
林
も
成
育

良
好
で
、
地
区
民
の
山
に
対
す
る
思
い

を
感
じ
な
が
ら
山
を
後
に
す
る
。

　

議
場
研
修
室
に
て
、
分
収
林
買
上
げ

額
の
試
算
、
買
上
げ
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
。
委
員
か
ら
、今
回
の
歩
留
り
・

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

健やかな成長のために「青少年健全育成基本法」制定を

上財産区分収林現地調査
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町 民 声の

免田（黒田）

橋口　和任 さん

　私は、今年 18 年勤めていたＪＡを退職し就農しました。
　我が家の経営は、トルコギキョウを主体としていますが、現実は
大変厳しいものと実感しています。
　友人等に聞いてみると、他町村では新規就農者に対して手厚い助
成等があると聞きます。
　あさぎり町でもそういう制度があると新規就農者にも励みになる
と思います。農家の高齢化や食料自給率の低下が叫ばれる中、将来
の担い手となる若手農家に夢と希望を持てる制度を望みます。
　最後に、現役消防団員として、今年度は天候不順で災害の多い年
となっています。熊本地震の一日も早い復旧、復興を願っています。

若手農家に夢と希望をもてる制度を

編
集
後
記

　
秋
の
お
彼
岸
の
三
十
三
観
音
参
り
に

今
年
も
県
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
来
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
守
り
つ
が
れ
て

き
た
神
社
仏
閣
。
お
も
て
な
し
を
受
け

る
来
訪
者
の
笑
顔
に
改
め
て
地
元
が
持

つ
「
文
化
と
歴
史
」
の
す
ば
ら
し
さ
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
遺
産
の
み
な
ら
ず
、
身
近
な
地

元
の
魅
力
「
世
間
遺
産
」
を
探
し
て
、

み
な
さ
ま
も
お
出
か
け
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
名
月
を
と
っ
て
く
れ
ろ
と

　
　
　
泣
く
子
か
な
　
一
茶

（
加
賀
山
瑞
津
子
）

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
8
6
8
-0
4
2
2
　
熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1
8
5
5
番
地
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0
9
6
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 E-m
ail syoki-gikai@

tow
n.asagiri.lg.jp  印

刷
：
㈲
ソ
ー
ゴ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

あ
さ

ぎ
り

町
議

会
だ

よ
り

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
ご

覧
頂

け
ま

す
。

委
員
長
　
橋
　
本
　
　
　
誠

副
委
員
長
　
加
賀
山
　
瑞
津
子

委
　
　
員
　
奥
　
田
　
公
　
人

豊
　
永
　
喜
　
一

小
　
出
　
高
　
明

市
　
岡
　
貴
　
純

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
山
　
口
　
和
　
幸

広
報
調
査
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り

☆お願い☆　「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材をします。
　　　　　　議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

新たな居場所
　山形県山形市に生まれ白バイ隊を夢見た私に、あるお坊
さんが大阪で恋をし、いつの間にか善正寺（まこと保育園・
学童、なかくま幼稚園）の跡取りとして昨年の６月にあさぎ
り町へ引っ越して来ました。当初は、球磨弁や地区が細か
く分かれていることも知らず「深田の内山の○○です」と
名乗られても、「すみません。するとお名前は、深田さんで
すか？○○さんですか？」と聞き返す始末でした。

　お寺の仕事では、ご先祖を大切に一族のこ
・
れ
・
ま
・
で
・
を想うご門徒の

心に学ばされ、園の仕事では、子どものこ
・
れ
・
か
・
ら
・
を想う大人たちの

熱意に動かされ、濃厚な一年半が経とうとしています。深田に限っ
たことでは無いでしょうが、地域交流がとても頻繁ですね。私たち
の様な新参者をも迎え入れてくださる温かい雰囲気。年齢や立場も
関係なく酒を飲み交わし、これからの話をする時「移り住んで良かっ
た。」としみじみ想います。
　ありがとう！あさぎり町。そして、これからもよろしくお願いします。

深田（植の里）

喜多村 和歌子 さんと
ご家族
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